
平成 19年度春期

ソフトウェア開発技術者

午後11 問題
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15:30~16: 30 (1時間）

注意事項

1. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

2. この注意事項は，問題冊子の裏表紙に続きます。必ず読んでください。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問 1

必須

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1) HBの黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してください。

(2) 受験番号欄に，受験番号を記入してください。正しく記入されていない場合は，

採点されません。

(3) 生年月日欄に，受験票に印字されているとおりの生年月日を記入してください。

正しく記入されていない場合は，採点されないことがあります。

(4) 解答は，問題番号ごとに指定された枠内に記入してください。

(5) 解答は，丁寧な字ではっきりと書いてください。読みにくい場合は，減点の対象

になります。

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。

こちら側から裏返して，必ず読んでください。
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問 1 模擬試験管理システムに関する次の記述を読んで，設問 1~6に答えよ。

予備校の模擬試験の受験申込受付と受験者の成績を管理するシステム（以下，本シ

ステムという）を開発することになった。本システムは，模擬試験登録機能，受験申

込受付機能，受験票印刷機能及び成績管理機能からなる。各機能の要件を次に示す。

〔模擬試験登録機能〕

予備校内の試験委員会で決定した模擬試験の実施細則に基づき，模擬試験受験申込

書（図 1) と，申込書を記入する際に必要となるコードブックが用意され，受験者に

配布される。

（模擬試験登録）

模擬試験の実施細則を基に“試験名称”,“試験実施日”及び“模擬試験コード”を

登録する。また，“出身校’'と“大学学部学科'’，及び大学学部学科を受験する際の

“必須科目＂に関する情報の確認（参照）を行い，必要があれば最新の情報にメンテ

ナンス（登録・更新・削除）する。次に，模擬試験で受験できる“科目”に関する情

報を登録する。

〔受験申込受付機能〕

模擬試験を受験したい人は，模擬試験受験申込書の，‘＇模擬試験コード”,“試験名

称”,‘'試験実施日”,“申込日”,“氏名”,“生年月日”,“住所”,“電話番号”,“出身校

コード”,“出身校名”,“志望校”欄（志望する大学の“大学学部学科コード’'と“大

学学部学科名”)及び“受験科目”欄（受験する科目の“科目コード”と“科目名”)

を記入して申し込む。‘'模擬試験コード’',“出身校コード”,“大学学部学科コード”,

“科目コード’'は，あらかじめ配布されたコードブックを見て受験者が記入する。一

度の模擬試験で志望校は 5校（第 1志望～第 5志望）まで指定でき，受験科目は 10科

目まで選択できる。

（受験者登録）

模擬試験受験申込書に記入された情報から，受験者の登録を一括して行う。受験者

には，模擬試験ごとに一意な“受験番号”が付与される。

（受験明細登録）

受験者登録がすべて終了した後，模擬試験受験申込書に記入された情報から，受験
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者ごとに“受験科目’'と“志望校”に関する情報を登録する。

詞ロ―□三］
模擬試験号験申込書

氏名
生年月日
住所
電話番号
出身校コード
出身校名

志望校

志望順 大学学部学科コード 大学学部学科名

第 1志望

第 2志望

第 3志望

第 4志望

第 5志望

図 1 模擬試験受験申込書

〔受験票印刷機能〕

申込日

受験科目

科目コード 科目名

模擬試験受験申込書の情報から，受験票を受験番号の昇順に印刷する。受験票は，

“試験名称”,“試験実施日’',“受験番号”,“氏名”,“生年月日”,“出身校名”,‘'受験

科目”が明記され，模擬試験受験申込書に記入された“住所”に郵送される。受験科

目襴は，科目コードの昇順に印刷する。

〔成績管理機能〕

（成績入力）

試験の採点終了後，試験結果を入力する。受験者ごとに科目別に“点数”を入力す

る。受験申込書に記入した科目を受験しなかった場合は 0点とする。また，受験申込

書に記入しなかった科目を受験した場合は無効とし，成績を入力しない。

（成績集計）

試験結果から，科目別に“受験者数”,“科目平均点”及び“科目標準偏差”を算出

する。次に，志望校（大学学部学科）別に，‘＇志望者数”,“志望校平均点’'及び“志望

校標準偏差”を算出する。その後，各受験者の受験科目別の“科目偏差値”と，志望

校別の“志望校合計点”,“志望校偏差値’'及び“順位”を算出する。合格可能性を示
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す“判定’'を，志望校別の“志望校偏差値”を基に， A （合格可能性 80％以上）， B

（合格可能性 60％以上）， C （合格可能性 40％以上）， D （合格可能性 20％以上）， E

（合格可能性 20％未満）の 5段階の英文字 (1字）で設定する。

志望校ごとに設定してある必須科目を受験しなかった場合は無効とし，合計点や順

位などは算出しない。また，志望校ごとに設定してある必須科目以外を受験しても良

いが，合計点の算出や順位の決定には使用しない。

（成績表印刷）

受験者ごとに模擬試験成績表（図 2) を印刷する。成績表には，科目別の点数，平

均点と偏差値，第 1志望～第 5志望の志望順に志望校別の合計点，平均点，偏差値，

順位と判定を出力する。科目別成績欄は，“科目コード”の昇順に印刷する。

模擬試験成績表

受験番号
氏名
生年月日
住所
電話番号
出身校名

志望校別成績

志望順
大学学部
学科名

第 1志望

第2志望

第3志望

第4志望

第5志望

志望校
合計点

志望校 志望校
順位 判定

平均点 偏差値

図2 模擬試験成績表

試験実施日
試験名称

科目別成績

科目
科目名点数平均点

本システムの E-R図を図 3に，機能構造図を図 4に示す。

科目
偏差値

なお，本システムでは， E-R図に合わせてエンテイティ名をテーブル名（表名），属

性名を列名にして，適切なデータ型でテーブル定義した関係データベースによってデ

ータを管理している。また，テーブルと機能のマトリックスを表 lに示す。
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模擬試験

I a I 
試験名称

試験実施日

↓ 
科目

I a I 
I C I 
科目名

受験者数

I d | 

I e I 

Iヽ

志望校サマリ

I a I 
大学学部学科コード

志望者数

志望校平均点 ， 

志望校標準偏差

凡例

受験者

模擬試験コード

:.. I b I 
申込日

出身校コード

氏名

生年月日

住所

電話番号

↓ 
受験科目

;-I a I 
I b I 
科目コード

I f I 
科目偏差値

必須科目

） I C I 
大学学部学科コード

: 1対 1

➔: 1対多

エンテイティ名

昼
属性名

‘̀ 

‘ 

出身校

出身校コード

出身校名

出身校住所

代表電話番号

志望校

“̀ ' l a I 

I b I 
大学学部学科コード

志望順

志望校合計点

志望校偏差値

順位

判定

ヽヽ

大学学部学科

大学学部学科コード

大学学部学科名

A判定境界値

B判定境界値

c判定境界値

D判定境界値

注属性名の実線の下線＿は，

主キーを示す。

図3 模擬試験管理システムの E-R図

0.0 模擬試験管理システム

1.0模擬試験登録機能 I 12.0 ［二ここ］ 3.0受験票印刷機能 I14.o ［ここ二］

1.1模擬試験登録 2.1 亡ニコ 2.2受験明細登録

4.1成績入力 4.2成績集計 4.3 亡ニコ
図4 機能構造図
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表 1 テープルと機能のマトリックス

□琴： 1.1 2.1 2.2 3.0 4.1 4.2 4.3 

模擬試験 C R R R R 

受験者 C I ア I R R R 

出身校 C,R,U,D R R R 

科目 C R R R u R 

志望校 C I イ I I ウ I R 

受験科目 I 工 I R I オ I I 力 I R 

志望校サマリ C u R 

必須科目 C,R,U,D R 

大学学部学科 C,R,U,D R R R 

設問 1 模擬試験管理システムの E-R図（図 3) 中のIa |~| _ --f ＿ー―|に入れ

る適切な字句を答えよ。キー項目は下線で示せ。

設問 2 機能構造図（図 4) 中のIg |~| j Iに入れる適切な字句を答え

よ。

設問 3 テーブルと機能のマトリックス（表 1) 中の［ここニコ～［こ三ニコに入れ

る適切な字句を， C (Create :登録）， R (Read :参照だけ）， U (Update:参照し

て更新）， D (Delete :削除）の各記号で答えよ。複数考えられる欄には複数の記

号をコンマ（，）で区切って答えよ。

なお，機能を実行する際にテーブルに対して何も操作をしない場合，ー（ハイ

フン）を入れよ。

設問 4 受験票を出力するために SQL文でカーソル“受験票”（図 5) を宣言する。

“：模擬試験コード’'は，受験票を出力する模擬試験の“模擬試験コード”を

格納するホスト変数である。

(1) にニコ～ロニロニ］，こ二］，こ二］に入れ

る適切な字句を旦星で答えよ。

(2) にニコに適切なテーブル名を列挙し，ロニ～亡二］に適切

な条件式を入れ，［こここコに適切な列名を列挙せよ。
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DECLARE［ニロコこニコ
FOR亡ニコ模擬試験．試験名称，模擬試験．試験実施日，受験者．ニコ

受験者．氏名，受験者．生年月日，受験者．住所，出身校．出身校名，

科目．科目名，科目．科目コード

仁三 コ I シ 1 

仁ニコ：模擬試験コード＝模擬試験．模擬試験コード

AND I セ |

AND 受験科目．模擬試験コード＝受験者．模擬試験コード

AND 科目．模擬試験コード＝受験科目．模擬試験コード

AND I ソ |
AND I 夕 |

AND I チ |

亡ニコロコI ト

図5 カーソル“受験票”

設問 5 模擬試験の受験者は，毎回最大 10万人を想定している。また，過去の模擬試験

の実施状況から，出身校テーブルは 5,000件のレコードが，大学学部学科テーブ

ルは 10,000件のレコードが，科目テーブルは毎回 50件のレコードが，模擬試験

テーブルは年間で 20件のレコードが，それぞれ格納されるものと見積もった。

(1)本システムを 1年間運用した場合，受験科目テーブルと志望校テーブルは，

それぞれ最大で何レコードになるかを，数字で答えよ。

(2) 試験 1回当たり，成績集計終了後に受験者全員の模擬試験成績表を印刷する

ために，最大幾つのデータベースレコードにアクセスする必要があるかを見積

もることにした。最初に読むテーブルを受験者テープルとして見積もった場合，

表2中のlk___|~| s |に入れる適切な数値を答えよ。

表 2 受験者 1名当たりのアクセスレコード数

テープル 模擬試験

アクセス
I | k 

レコ ド数

受験者 1名当たりの

アクセスレコード数
（合計）

受験者 出身校

1 I f I I 

亡ニコ回

注 l: lは数値を明示していない。

科目

rn I 

志望校 必須 大学
志望校 受験科目

サマリ 科目 学部学科

l n l l 
゜

I l p I I q I I r I 

受験者全員の模擬試験

成績表を印刷するための I［ここここ］レコード
総アクセスレコード数
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設問 6 受験者全員の模擬試験成績表を印刷する際の性能を考慮して，受験科目テーブ

ルと志望校テーブルを受験者テーブルに統合することを考えた。この場合，模擬

試験テーブルの“試験名称”と“試験実施日”，出身校テーブルの“出身校名”,

科目テーブルの“科目名”，大学学部学科テーブルの“大学学部学科名”を，統合

した受験者テーブルにも重複してもつことにする。

(1) 見直し後の E-R図（図 6)の“受験者”エンテイティを凡例に倣って作成せ

よ。このとき属性名を，例えば 10個の繰返し項目（配列）としてもたせたい

場合は，“属性名 (1:10)"のように表記するものとして答えよ。

なお，図 6中のIa |~| e |は，設問 1と同じ字句が入ってい

るものとする。

(2) このようなテープル見直しを実施しても，データの不整合を起こすことはま

れである。その理由を 40字以内で述べよ。
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模擬試験

I a I 
試験名称

試験実施日

出身校

出身校コード

出身校名

出身校住所

代表電話番号

,1, 

志望校サマリ

I a l 
大学学部学科コード

志望者数

志望校平均点

志望校標準偏差

受験者

＼ 模擬試験コード

I b I 

夕

ヽ

凡例

申込日

出身校コード

氏名

生年月日

住所

電話番号

志望順 (1:5)
ト→

ヽ-

: 1対 1

➔: 1対多

エンテイティ名

昼
属性名

科目

;-I a I 
| C I 
科目名

受験者数

I d I 
| e I 

V 
1ヽ、

必須科目

I C I 
大学学部学科コード

、I¥

大学学部学科

大学学部学科コード
.... 

大学学部学科名’̀ 
A判定境界値

B判定境界値

c判定境界値

D判定境界値

注 属性名の実線の下線＿＿は，

主キーを示す。

図6 模擬試験管理システムの E-R図（見直し後）
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〔メモ用紙〕
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6. 途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が回収されてから

静かに退室してください。

退室可能時間 | 16:10~ 16:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。

9. 電卓は，使用できません。

10. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

11.答案用紙は，白紙であっても提出してください。

12. 試験時間中にトイレヘ行きたくなったり，気分が悪くなったりした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では，R及び TM を明記していません。
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